


































　さて，国士舘大学は来年，創立 100 周年を迎えます。この講演も 100 周年
プロジェクトの一環として行われます。皆さん，ここ国士舘大学の地上 10


































































































































































































































運ばれて，1 日中，デモを行います。夕方 5 時頃に終わって，バスに乗って




























































































































付ける本を GHQ が英語で書いて日本語に直してもらい，そして 10 万部売
れましたと書いてあります。これを読むと機嫌も気分も悪くなります。
　NHK ラジオに，人気の高い『真相はこうだ』という番組がありました。





































占領政策の中の War Guilt Information Program の一環です。
　では，憲法を見てみましょう。第 9 条です。日本国憲法第 2 章は戦争の放




























































































































































































































　一人の慰安婦が 1 日 20 回も無理やり犯されたなどと韓国は言いますが，
仮に 20 万人の慰安婦がいたとして，日本軍が 150 万人ですから，この計算

































































































4 位，真ん中です。ロシアの面積は日本の 45 倍もあって，人口は同じくら














振舞っていただきたいです。それができない間は，GHQ の洗脳の War 












































































































































て，テレビ局は NHK も入れて系列が 6 つしかありません。そこに何を流し
ているかといいますと，共同通信の情報を流しているだけです。















































ギルバート：投開票日は日本時間だと 11 月 9 日の水曜日です。その日は午









いていますが，これは最悪です。あの中に慰安婦 20 万人，南京大虐殺 30 万
人と書いています。つい先日まで 20 万人だったのに，いつの間にか 30 万人
になっている，それ以外には天皇陛下がどうだったなどの間違いをたくさん
書いています。
　FOX ニュースのビル・オライリーという司会者の番組を，女房が教会に
行くよりもよく見ています。彼を神様のように思っています。結婚記念日に
彼女はその本を私に贈りました。読んでみたら，あまりにひどい内容だった
ものだから，あんな女房と結婚しない方がよかったという気持ちになりそう
でした。うちの女房は事実関係を勉強していませんから何も知りません。慰
安婦とは何ですかと私にたずねる程度ですが，あの本は本当に駄目です。そ
れでどうしようかと思い，最近はすごく忙しくて何もできませんでしたが，
櫻井よしこさんと一緒になって，できればワシントンタイムズに出してもら
うために，公開質問状を送ってやろうかと思います。
　なぜ，そんなでたらめを今どき書いているのでしょうか。ワシントンポス
トもニューヨークタイムズも 20 万人の性奴隷とは使いません。それは間違
いだと認めていますから，今更あのようなことを書いて CNN 以下です。
篠原：今日は残念ながら時間の制約もありますので，以上で質問を終わらせ
ていただきます。
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ギルバート：ありがとうございました。
篠原：本日は，ご講演いただき，どうもありがとうございました。沢山の皆
様には長時間にわたりご参加いただきまして，ありがとうございました。
